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一
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改
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規

則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
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に
公
布
す
る
。
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山
口
県
事
務
委
任
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
事
務
委
任
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
山
口
県
規
則
第
二
十
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
。

第
七
条
第
六
号
中
ウ
を
オ
と
し
、
ワ
か
ら
ム
ま
で
を
タ
か
ら
ノ
ま
で
と
し
、
同
号
ヲ
中
「
第
五
条
」

を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
号
中
ヲ
を
ヨ
と
し
、
ホ
か
ら
ル
ま
で
を
チ
か
ら
カ
ま
で
と
し
、
同
号
ニ
中

「
（
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年
法
律
第
百
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。
ホ
か
ら
ヌ
ま

で
及
び
ヲ
か
ら
ナ
ま
で
に
お
い
て
同
じ
。
）
」
を
削
り
、
同
号
中
ニ
を
ト
と
し
、
ハ
の
次
に
次
の
よ
う

に
加
え
る
。

ニ

条
例
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
（
船
員
法
（
昭
和
二
十
二
年

法
律
第
百
号
）
の
規
定
の
適
用
を
受
け
る
職
員
を
除
く
。
ホ
か
ら
ワ
ま
で
及
び
ヨ
か
ら
ウ
ま
で

に
お
い
て
同
じ
。
）
に
係
る
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
。

ホ

条
例
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
係
る
勤
務
時
間
を
割
り
振

る
こ
と
。

ヘ

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
所
属
職
員
に
係
る
週
休
日
を
設
け
、
及
び
勤
務
時

間
を
割
り
振
る
こ
と
。

第
二
十
七
条
第
一
号
中
ソ
を
ナ
と
し
、
リ
か
ら
レ
ま
で
を
ヲ
か
ら
ネ
ま
で
と
し
、
同
号
チ
中
「
第
五

条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ル
と
し
、
イ
か
ら
ト
ま
で
を
ニ
か
ら
ヌ
ま
で
と
し
、
同
号

に
イ
か
ら
ハ
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

条
例
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
係
る
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
。

ロ

条
例
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
係
る
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ

と
。

ハ

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
係
る
週
休
日
を
設
け
、
及
び
勤
務
時
間
を

割
り
振
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
四
号
イ
中
「
第
八
条
」
を
「
第
八
条
第
一
項
（
法
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条

に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
九
条
」
の
下
に
「
（
法
第
十
五
条

及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
を
加
え
、
同
号
ハ
を
次
の
よ
う
に
改
め
る
。

ハ

法
第
十
条
第
二
項
（
法
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を

含
む
。
）
の
規
定
に
よ
る
処
分
終
了
の
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
四
号
ト
中
「
第
六
条
」
を
「
第
十
条
第
二
項
、
第
十
一
条
、
第
二
十
一
条
及

び
第
二
十
八
条
」
に
、
「
事
業
者
等
か
ら
の
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
の
保
管
事
業
場
」
を
「
ポ

リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
等
の
保
管
の
場
所
等
」
に
改
め
、
同
号
ト
を
同
号
ル
と
し
、
同
号
ヘ
中

「
第
十
八
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場

合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
事
業
者
等
」
を
「
保
管
事
業
者
等
又
は
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄

物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
保
管
す
る
事
業
者
そ
の
他
の
関
係
者
」
に
改
め
、
「
又
は
ポ
リ
塩

化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
」
の
下
に
「
若
し
く
は
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の

疑
い
の
あ
る
物
」
を
加
え
、
同
号
ヘ
を
同
号
ヌ
と
し
、
同
号
ホ
中
「
第
十
七
条
」
を
「
第
二
十
四
条

（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
事
業
者
等
」
を
「
保
管

事
業
者
等
又
は
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
で
あ
る
こ
と
の
疑
い
の
あ
る
物
を
保
管
す
る
事

業
者
そ
の
他
の
関
係
者
」
に
改
め
、
同
号
中
ホ
を
リ
と
し
、
リ
の
前
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。
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ト

法
第
十
六
条
第
二
項
（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の

規
定
に
よ
る
保
管
事
業
者
の
地
位
を
承
継
し
た
旨
の
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

チ

法
第
十
八
条
第
二
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
に
係
る
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

第
三
十
一
条
第
三
項
第
四
号
ニ
中
「
第
十
四
条
」
を
「
第
十
一
条
（
法
第
十
五
条
及
び
第
十
九
条
に

お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
」
に
、
「
事
業
者
」
を
「
保
管
事
業
者
」
に
、
「
ポ
リ
塩
化
ビ

フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
」
を
「
高
濃
度
ポ
リ
塩
化
ビ
フ
ェ
ニ
ル
廃
棄
物
」
に
改
め
、
同
号
中
ニ
を
ヘ
と
し
、

ハ
の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

ニ

法
第
十
条
第
三
項
第
二
号
の
規
定
に
よ
る
届
出
書
に
係
る
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

ホ

法
第
十
条
第
四
項
（
法
第
十
九
条
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。
）
の
規

定
に
よ
る
変
更
の
届
出
を
受
け
る
こ
と
。

第
三
十
七
条
の
二
第
四
項
中
第
四
号
及
び
第
五
号
を
削
り
、
第
六
号
を
第
四
号
と
す
る
。

第
三
十
七
条
の
三
第
二
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

災
害
対
策
基
本
法
（
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」

と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
道
路
区
間
を
周
知
さ
せ
る
道
路
標
識

を
設
け
る
こ
と
。

ロ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
措
置
を
と
り
、
及
び
当
該

措
置
に
係
る
車
両
そ
の
他
の
物
件
を
破
損
す
る
こ
と
。

ハ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
竹
木

そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
。

第
三
十
七
条
の
四
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

災
害
対
策
基
本
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
道
路
区
間
を
周
知
さ
せ
る
道
路
標
識

を
設
け
る
こ
と
。

ロ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
措
置
を
と
り
、
及
び
当
該

措
置
に
係
る
車
両
そ
の
他
の
物
件
を
破
損
す
る
こ
と
。

ハ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
竹
木

そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
。

第
五
十
三
条
の
二
第
一
号
中
レ
を
ネ
と
し
、
リ
か
ら
タ
ま
で
を
ヲ
か
ら
ツ
ま
で
と
し
、
同
号
チ
中

「
第
五
条
」
を
「
第
六
条
」
に
改
め
、
同
号
中
チ
を
ル
と
し
、
イ
か
ら
ト
ま
で
を
ニ
か
ら
ヌ
ま
で
と

し
、
同
号
に
イ
か
ら
ハ
ま
で
と
し
て
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

イ

条
例
第
三
条
第
一
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
係
る
週
休
日
を
設
け
る
こ
と
。

ロ

条
例
第
三
条
第
二
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
係
る
勤
務
時
間
を
割
り
振
る
こ

と
。

ハ

条
例
第
三
条
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
職
員
に
係
る
週
休
日
を
設
け
、
及
び
勤
務
時
間
を

割
り
振
る
こ
と
。

第
五
十
四
条
第
三
項
第
三
号
中
「
昭
和
三
十
六
年
法
律
第
二
百
二
十
三
号
。
」
を
削
り
、
同
条
第
六

項
第
一
号
ニ
、
ヘ
及
び
ト
中
「
占
用
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
、
同
号
リ
中
「
か
ら
第

二
十
五
条
ま
で
の
許
可
」
を
「
、
第
二
十
四
条
若
し
く
は
第
二
十
五
条
の
許
可
又
は
法
第
二
十
三
条
の

二
の
登
録
」
に
改
め
、
同
号
ル
及
び
ワ
中
「
占
用
の
許
可
」
の
下
に
「
又
は
登
録
」
を
加
え
、
同
項
第

三
号
イ
中
「
第
二
十
二
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
改
め
、
同
号
ロ
中
「
第
二
十
三
条
」
を
「
第
三
十

条
」
に
改
め
、
同
項
第
四
号
ト
中
「
第
三
項
」
を
「
第
四
項
」
に
改
め
、
同
条
第
七
項
第
二
号
イ
中

「
に
掲
げ
る
」
を
「
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
第
九
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

災
害
対
策
基
本
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
道
路
区
間
を
周
知
さ
せ
る
道
路
標
識

を
設
け
る
こ
と
。

ロ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
措
置
を
と
り
、
及
び
当
該

措
置
に
係
る
車
両
そ
の
他
の
物
件
を
破
損
す
る
こ
と
。

ハ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
竹
木

そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
。

第
五
十
五
条
第
二
号
ニ
中
「
一
に
掲
げ
る
」
を
「
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の

一
号
を
加
え
る
。

六

災
害
対
策
基
本
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
道
路
区
間
を
周
知
さ
せ
る
道
路
標
識

を
設
け
る
こ
と
。

ロ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
措
置
を
と
り
、
及
び
当
該

措
置
に
係
る
車
両
そ
の
他
の
物
件
を
破
損
す
る
こ
と
。

ハ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
竹
木

そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
。

第
五
十
六
条
第
一
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

三

災
害
対
策
基
本
法
（
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
「
法
」
と
い
う
。
）
の
施
行
に
関
す
る
事
務

イ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
道
路
区
間
を
周
知
さ
せ
る
道
路
標
識

を
設
け
る
こ
と
。

ロ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
同
条
第
一
項
の
措
置
を
と
り
、
及
び
当
該

措
置
に
係
る
車
両
そ
の
他
の
物
件
を
破
損
す
る
こ
と
。

ハ

法
第
七
十
六
条
の
六
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
人
の
土
地
を
一
時
使
用
し
、
又
は
竹
木

そ
の
他
の
障
害
物
を
処
分
す
る
こ
と
。

附

則

二
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こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
た
だ
し
、
第
七
条
第
六
号
ヲ
、
第
二
十

七
条
第
一
号
チ
、
第
五
十
三
条
の
二
第
一
号
チ
、
第
五
十
四
条
第
六
項
第
三
号
及
び
第
四
号
、
同
条
第

七
項
第
二
号
イ
並
び
に
第
五
十
五
条
第
二
号
ニ
の
改
正
規
定
は
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
二
十
一
号

山
口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
（
昭
和
四
十
六
年
山
口
県
規
則
第
三
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う

に
改
正
す
る
。

別
表
第
一
の
⚓
の
項
中
「防

災
用
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

」
を
「消

防
防
災
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー

」
に
改
め
、
同

表
26
の
項
中
「エ

ク
ス
テ
リ
ア
・
造
園
科

」
を
「造

園
科
、
エ
ク
ス
テ
リ
ア
・
造
園
科

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

⚑

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

⚒

こ
の
規
則
の
施
行
の
際
現
に
改
正
前
の
山
口
県
職
員
被
服
等
貸
与
規
則
（
以
下
「
改
正
前
の
規

則
」
と
い
う
。
）
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
貸
与
さ
れ
て
い
る
被
服
等
は
、
改
正
後
の
山
口
県
職
員
被

服
等
貸
与
規
則
（
以
下
「
改
正
後
の
規
則
」
と
い
う
。
）
の
相
当
規
定
に
よ
り
貸
与
さ
れ
た
も
の
と

み
な
す
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、
改
正
前
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
貸
与
さ
れ
て
い
た
被
服
等

の
貸
与
期
間
を
改
正
後
の
規
則
の
規
定
に
よ
り
職
員
に
貸
与
さ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
被
服
等
の

貸
与
期
間
に
通
算
す
る
。

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
規
則
第
二
十
二
号

山
口
県
会
計
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

山
口
県
会
計
規
則
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
規
則
第
五
十
四
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
三
山
口
県
立
山
口
南
総
合
支
援
学
校
の
出
納
員
の
項
を
削
る
。

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

訓

令

山
口
県
訓
令
第
一
号

庁

中

一

般

各

出

先

機

関

山
口
県
労
働
委
員
会
事
務
局

山
口
県
職
員
健
康
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
職
員
健
康
管
理
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
口
県
職
員
健
康
管
理
規
程
（
昭
和
五
十
年
山
口
県
訓
令
第
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。第

九
条
第
一
項
中
「
（
防
災
危
機
管
理
課
」
の
下
に
「
、
政
策
企
画
課
」
を
加
え
、
「
、
農
林
水
産

政
策
課
及
び
都
市
計
画
課
」
を
「
及
び
農
林
水
産
政
策
課
」
に
改
め
、
「
岩
国
基
地
対
策
室
を
含

む
。
）
」
の
下
に
「
、
政
策
企
画
課
（
山
口
ゆ
め
花
博
推
進
室
を
含
む
。
）
」
を
、
「
観
光
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
推
進
室
」
の
下
に
「
及
び
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進
室
」
を
加
え
、
「
、
都
市
計
画
課
（
全
国
都
市
緑

化
フ
ェ
ア
推
進
室
を
含
む
。
）
」
を
削
る
。

第
十
条
第
二
項
の
表
中

「

」
を

本
庁

職
員
診
療
所
の
医
師

「

」
に
改
め
、

本
庁

知
事
が
選
任
し
た
医
師

常
時
五
十
人
以
上
の
職
員
が
勤
務
す
る
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
の

所
在
地
を
所
管
す
る
保

健
所
以
外
の
保
健
所
の

長
で
別
に
定
め
る
も
の

「
出
先
機
関
（
」
の
下
に
「
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
」
を
加
え
る
。

二
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附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

山
口
県
訓
令
第
二
号

庁

中

一

般

各
出
先
機
関

山
口
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
知
事

村

岡

嗣

政

山
口
県
公
印
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
訓
令

山
口
県
公
印
規
程
（
昭
和
三
十
一
年
山
口
県
訓
令
第
三
十
七
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す

る
。別

表
第
一
室
長
印
の
項
中
「
八
」
を
「
九
」
に
、
「

」
を

岩
国
基
地
対
策
室
長

一
個

「

」
に
、

岩
国
基
地
対
策
室
長

一
個

山
口
ゆ
め
花
博
推
進

室
長

一
個

「

」
を

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室
長

一
個

「

」
に
、

観
光
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

推
進
室
長

一
個

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
推
進

室
長

一
個

「

」
を

団
体
指
導
室
長

一
個

全
国
都
市
緑
化
フ
ェ

ア
推
進
室
長

一
個

「

」
に
改
め
る
。

団
体
指
導
室
長

一
個

附

則

こ
の
訓
令
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

監

査

委

員

山
口
県
監
査
委
員
規
程
第
一
号

山
口
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程
を
こ
こ
に
公
布
す

る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日

山
口
県
監
査
委
員

山
口
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
の
一
部
を
改
正
す
る
規
程

山
口
県
監
査
委
員
事
務
局
の
組
織
等
に
関
す
る
規
程
（
昭
和
三
十
九
年
山
口
県
監
査
委
員
規
程
第
一

号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
中
「
計
画
調
整
班

審
査
・
監
査
班

特
別
監
査
班

」
を
「
審
査
・
監
査
班

特
別
監
査
班

」
に
改
め
る
。

第
三
条
の
表
計
画
調
整
班
の
項
を
削
り
、
同
表
審
査
・
監
査
班
の
項
中
第
十
号
を
第
十
七
号
と
し
、

第
一
号
か
ら
第
九
号
ま
で
を
七
号
ず
つ
繰
り
下
げ
、
同
項
に
第
一
号
か
ら
第
七
号
ま
で
と
し
て
次
の
七

号
を
加
え
る
。

一

監
査
委
員
に
関
す
る
こ
と
。

二

公
印
の
管
守
に
関
す
る
こ
と
。

三

職
員
の
身
分
、
給
与
等
人
事
に
関
す
る
こ
と
。

四

文
書
の
収
受
、
発
送
、
編
さ
ん
及
び
保
存
に
関
す
る
こ
と
。

五

予
算
、
決
算
及
び
経
理
に
関
す
る
こ
と
。

六

物
品
の
出
納
及
び
保
管
に
関
す
る
こ
と
。

七

定
期
監
査
及
び
随
時
監
査
の
計
画
及
び
連
絡
に
関
す
る
こ
と
。

第
三
条
の
表
審
査
・
監
査
班
の
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

十
八

そ
の
他
特
別
監
査
班
の
主
管
に
属
し
な
い
事
項
に
関
す
る
こ
と
。

附

則

こ
の
規
程
は
、
平
成
二
十
九
年
四
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
印
刷

発
行
所

山

口

県

庁

平
成
二
十
九
年
三
月
三
十
一
日
発
行

発
行
人

山
口
県
知
事

四
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